International Center of Veterinary Education and Research (iCOVER), Joint Faculty of Veterinary Medicine・Advanced Research Center for Laboratory Animal Science (ARCLAS), Yamaguchi University by Kimura, Tohru
 
 
山口大学獣医学国際教育研究センター・先端実験動物学研究施設 
International Center of Veterinary Education and Research (iCOVER), 
Joint Faculty of Veterinary Medicine・Advanced Research Center 
   for Laboratory Animal Science (ARCLAS), Yamaguchi University 
 
木村 透 
Tohru Kimura 
 
山口大学共同獣医学部病態制御学講座（実験動物学）、先端実験動物学研究施設 
Department of Pathogenetic and Preventive Veterinary Science (Experimental  
Animal), Joint Faculty of Veterinary Medicine, Advanced Research Center for  
Laboratory Animal Science (ARCLAS), Yamaguchi University 
 
SUMMARY 
Advanced Research Center for Laboratory Animal Science (ARCLAS) within International 
Center of Veterinary Education and Research (iCOVER), Joint Faculty of Veterinary 
Medicine, Yamaguchi University was established in January 2015. The purpose of ARCLAS 
is twofold: first, to provide care and management for laboratory animals in safe and 
adequate manner and, second, to prepare the education curricula for practical training for 
laboratory animal science. I will now show the outline of newly developed laboratory 
facilities, ARCLAS. 
 
１．獣医学国際教育研究センター(iCOVER)お
よび先端実験動物学研究施設(ARCLAS)の目的
と利用 
 山口大学共同獣医学部では、欧米水準の獣
医学教育に対応した獣医学教育プログラムの
開発を行うとともに、獣医学研究の促進と高
度化を目指している。基礎研究から応用・臨
床研究に至る架け橋を築くことを目的として、
2013 年 12 月に山口大学共同獣医学部付属・獣
医 学 国 際 教 育 研 究 セ ン タ ー （ 組 織 ）
International Center of Veterinary 
Education and Research (iCOVER)を設置した。
本組織は、基礎獣医学部門、応用獣医学部門、
臨床獣医学部門および実験動物学部門より構
成される。iCOVER の機能は次の業務である：
獣医学教育認証評価組織および認証取得大学
での獣医学研究プログラム調査、獣医学教育
プログラムの開発、iCOVER 棟内の高度実習機
器の維持整備およびその他獣医学教育と研究
に関する支援。そして、2015 年 1 月には、
iCOVER の活動中心となる iCOVER 建物を竣工
し、獣医学教育プログラムの開発と研究の高
度化に向けた活動を本格化した。 
 一方、iCOVER 上部に設置した先端実験動物
学研究施設 Advanced Research Center for 
Laboratory Animal Science (ARCLAS)は、総
合科学実験センターの一組織として所属し、
iCOVER の獣医学教育・研究促進を動物実験の
側面から支援する。併せて、山口大学・山口
地区全体における動物実験を行うための共同
利用施設としての責務を有する。 
 今後、山口大学共同獣医学部では iCOVER 教
育 研 究 施 設 を 利 用 し て 、 The European 
Association of Establishments for 
Veterinary Education (EAEVE)の認証取得を
目 指 す 。 ARCLAS で は 、 Association for 
Assessment and Accreditation of Laboratory 
Animal Care (AAALAC) International の認証
取得の作業を進めている。 
 
２．施設概要 
iCOVER の全景および概要を図1、2に示す。
iCOVER ビルディングは総床面積 3,413 ㎡、8
階建ての鉄筋コンクリートの建物であり、1
階から 4 階には共同獣医学部の EAEVE 認証取
得活動の中核となる獣医学研究改革室があり、
共同獣医学実習として形態学系実習、機能学
系実習、感染症学系実習を 60 人規模で実施可
能な実習室を有する。また、BSL3 レベルの高
度感染症に関する教育研究が対応可能な実習
室があり、今後学外の研究者に対する研修も
視野に入れている。5階から 8階は総合科学実
験センターに所属するARCLASが国際水準の実
験動物飼養保管施設として設置されている。 
施 設 め ぐ り 
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   図 1  獣医学国際教育センター・ 
      先端実験動物学研究施設の全景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3  1 階形態学系実習室 
各階の利用や設備を図とともに下記に示す。 
1 階には、獣医学研究改革室が設置されてお
り、欧米認証評価に対応した教育プログラム
の開発とその情報発信に取り組み、教育内容
の作成・配信・管理を行うための機器を保有
する。この他、1階には獣医解剖学、獣医組織
学、獣医病理学など主に形態学系の実習を 60
人規模で行える実習室と実習準備室を備える。
本実習室は遠隔授業システムを装備しており、
鹿児島大学共同獣医学との間でリアルタイム
に実習ができる（図 3）。 
2 階には、獣医生理学、獣医生化学、獣医薬
理学、獣医毒性学などの基礎系実習に加え、
獣医繁殖学などの臨床系実習が60人規模で催
せる実習室が用意されている。この実習室に
も遠隔講義・実習システムが完備し、生体機
能学分野でのリアルタイム遠隔実習が可能で
ある（図 4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 4  2 階生体機能学系実習室 
図 2 獣医学国際教育研究センター・先端実験動物学研究施設の概要 
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 図 5  3 階感染症学系実験室 
  
図 6  4 階高度感染学系実験室 
  
図 7  5 階 ARCLAS 施設受付 
 
3 階にはバイオセイフティレベル BSL2 に対 
応した 60 人規模の実習室があり、獣医微生物 
学、獣医衛生学、公衆衛生学の Hand-On 実習 
が行われる（図 5）。 
4 階にはバイオセイフティレベル BSL3 に対
応した実習室が建設され、今まで取り扱う 
ことができなかったBSL3に分類される病原体
に対して、本格的な教育・研究が進められて 
いる（図 6）。これまで、実社会で働く獣医師 
  
図 8  5 階実験動物学実習室 
 
の多くはBSL3に分類される病原体の取り扱い 
に関する教育を十分に受けていない。iCOVER
では 3, 4 階の実習室を利用することで高度感
染症に関する具体的な取扱法や対応を学習す 
ることが実現でき、社会に対する貢献が期待 
される。 
5 階から 8 階は実験動物施設である ARCLAS
が占め、これまで室内になかった SPF 動物施
設や感染実験動物施設が作られた。5階からは
エレベータを乗り継ぎ、教育訓練を済ませた
入館許可を得た人たちだけが入ることができ
る認証システムを取っている。ARCLAS はマウ
ス・ラット、モルモットおよびウサギまでの
小型実験動物を飼養保管する施設として設け
られている。本施設では 1,000 ケージ以上の
実験動物を飼育することができる。獣医師の
責務として、動物福祉に則った動物実験の推
進が必要である。将来、研究機関や大学にお
いて獣医師は実験動物の管理に加え、生命倫
理と動物福祉を研究者や飼養者に教育する指
導的立場に就くことが求められる。そのため、
ARCLAS では実験動物施設管理部門および実験
動物研究室の 2 つの部署が緊密な連携を取れ
るように同一階に設置されている。ARCLAS で
は、実験動物の飼養保管管理とともに、実験
動物学の拠点として、生命倫理と動物福祉に
配慮した獣医実験動物学カリキュラムの
practice を獣医学部学生へ学習してもらう。 
5 階には、施設職員室、施設長室、実験動物
学研究室、施設実験室および実験動物学実習 
室（30 人規模）がある（図 7, 8）。施設管理
側では利用者への対応やARCLAS内に関する中
央監視を行いつつ、日常の飼養保管管理をす
る。実験動物研究側では、解剖、生理、機能 
検査、病理解剖、病理組織学的検査、臨床病 
理学的検査、画像診断、感染症検査、発生工  
学などの実験研究および実験動物学実習を行 
う。 
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図 11  7 階 SPF 動物飼養保管室 
 
6 階は、普通（通常）動物飼養保管施設およ
び感染動物飼養保管施設・実験室が主に置か 
れている（図 9, 10）。その他、飼料保管室、 
器材保管室およびパスルームや高圧蒸気滅菌 
機が付随する。感染動物室は、ABSL2 および 
ABSL3 を有し、高度感染症に対する実験研究が
遂行できるエリアとして利用できる。微生物 
学的実験はもとより画像解析装置も配置した 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実験施設である。獣医科大学では数少ない
ABSL2 および ABSL3 対応施設であり、獣医学部
学生や社会人の卒後研修の場として役割を果 
たすことになる。今後高度感染症が発生した 
際に本学 iCOVER と ARCLAS が対応協力できる
施設のひとつとして数えられる。 
 7 階は SPF 動物施設であり、マウス・ラット 
を SPF 環境で維持することおよび利用者への
アレルゲン曝露を少なくするために一方向気
流方式ラックを採用した（図 11）。飼養保管室
と実験室を隣接したアニマルスイート方式も 
試みている。また、ILAR のガイドラインを満
たすために飼育ケージも従来のケージとは大 
きさや材質を変更した。ラックやケージは 6 
階普通動物室も同じものを採用した。飼養保 
管管理で大切な器具機材の洗浄・滅菌作業を
行う洗浄室もこの階に位置する（図 12）。6、7 
両階には使い終えた敷料を交換するための
changing station を導入し試みている。7階 
には、外部から導入する実験動物を検疫する
飼養保管室および検査室があり、検査合格し 
図 9 6 階普通動物飼養保管室および実験室 
図 12 7 階洗浄・滅菌室 
図 10 6 階感染動物飼養保管室 
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た実験動物は施設内の飼養保管室に搬入する
ことができる。併せて、定期的モニタリング
について SPF 動物と普通動物では検査項目と 
年実施回数を分けて実施している。日々、伴
侶動物や家畜を取り扱う獣医大学の性格上、 
医学部実験動物施設とは異なる考え方によっ
て自家検査を進めている。実験動物のクリー 
ンアップは件数が少ないが対応を図っている。 
 8 階は機械室で、ボイラー、エア・コンディ 
ショニング機器、電気関係機器がある（図 13）。 
限外濾過装置、消毒用微弱酸性電解水製造装
置があり、集中配管により水や消毒剤が各部
屋に供給される。二酸化炭素ガスも 8階から 
供給されるので、実験室内のガスボンベが解 
消されている。災害時などの非常時の停電に 
対処するために自家発電装置を設置し、3日間 
自家発電して電気をARCLAS内に供給する体制
を敷いている。 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
図 13  8 階機械室 
2015 年 10 月に iCOVER 内覧会を行い、施設
全体が稼働し始めた。AAALAC 認証に向けて、
未だ是正しなければならない個所が多いが、1
年程かけて改善する予定である。山口大学よ
り施設運営経費の支援を全面的に支援してい
ただき、初年度から稼働に辿りつけた。飼養
保管や検査関係で利用者への負担が小さい実
験動物施設として動き始めている。今後、以
前より利用されて来た旧実験動物施設を改修
して、中型・大型実験動物に対する専用実験
動物施設が誕生すればと考えている。新しく
獣医学部に生まれた ARCLAS がより安全で、か
つ使いやすい実験動物施設となるように努力
していきたい。 
41
0123456789
